
金
揮
官
蹴
志
巻
十

き
著
し
た
る
は
‘
今
に
於
て
茜
だ
遺
憾
也
。
甫
庵
馬
鹿
者
た
り
と
い

ひ
し
と
也
。
長
知
は
大
功
の
人
に
て
‘
人
の
勇
武
を
芭
の
み
自
に
か

け
宇
、
大
方
の
事
は
綿
奨
も
せ
・
?
‘
只
武
士
の
有
る
ぺ
き
事
と
心
得

た
り
し
故
、
甫
膳
に
諮
り
け
る
事
遺
漏
多
く
て
悔
み
け
る
と
ぞ
。
今

按
宇
る
に
‘
右
は
湯
漢
民
の
筆
記
と
い
へ
ど
も
、
他
国
に
て
の
体
設

な
る
が
故
に
‘
長
知
を
尾
州
の
人
と
し
、
叡
山
花
寄
宿
し
て
諸
国
武

者
修
行
し
‘
後
前
回
家
に
仕
へ
る
た
ど
、
皆
遁
聞
と
い
ふ
ぺ
し
。

。
金
海
軍
校
創
立
奮
・
抱

共
の
沓
地
は
、
卸
ち
横
山
氏
奮
第
の
地
た
り
。
共
の
奮
闘
を
見
る
に
、

今
金
棒
紳
駐
の
境
内
よ
り
長
谷
川
氏
の
第
地
及
び
粂
六
闘
の
地
内
へ

か
け
、
串
校
の
境
内
と
見
ね
た
り
。
一
一
笥
家
に
所
減
せ
し
事
校
境
内

の
給
閏
を
縮
窮
し
て
次
に
載
ν
之。

右
紺
閏
の
如
く
‘
本
多
民
邸
地
の
向
角
に
入
口
の
門
あ
り
て
、
門
脇

腰
掛
の
，
傍
に
今
金
津
紳
枇
境
内
な
る
金
洗
揮
の
霊
水
あ
り
と
い
へ

り
。
故
に
三
州
志
来
閃
概
究
附
録
に
も
、
此
の
地
は
、
古
昔
金
津
起

原
の
名
蹴
に
で
‘
今
も
猪
金
海
水
あ
り
。
金
城
と
成
り
て
は
‘
横
山

山
城
・
同
右
近
・
奥
村
河
内
の
第
に
賜
は
る
。
此
の
三
第
、
元
総
九
年

に
上
り
地
と
成
り
‘
其
の
後
数
十
年
閑
地
た
る
底
、
寛
政
三
年
九
月

一同
F
J

・
e

. -
よ
り
串
校
典
港
、
翌
春
落
成
す
。
今
年
京
師
よ
り
儒
者
新
井
白
蛾
を

召
し
下
し
、
白
蛾
に
串
校
の
指
法
を
命
宇
。
明
倫
堂
は
十
五
聞
に
七
聞

を
建
つ
、
局
額
は
白
蛾
之
を
書
き
た
り
。
文
畢
校
の
境
内
、
左
の
方

百
五
十
一
問
、
有
の
方
百
二
十
三
間
あ
り
。
武
畢
校
の
地
勢
よ
り
八

尺
許
高
し
。
明
倫
堂
後
ロ
の
地
は
復
低
し
、
経
武
舘
は
丸
聞
に
七
聞
を

建
つ
‘
扇
額
は
前
回
直
方
之
を
書
き
た
り
。
馬
場
・
射
場
あ
り
。
馬
場

は
表
十
問
、
延
宙
開
弱
し
と
一
再
々
。
然
る
に
文
政
二
年
竹
津
殿
経
替
の

事
に
付
き
、
共
の
隣
地
へ
還
し
.
同
五
年
仙
石
町
へ
再
轄
す
と
あ
り
。

平
次
按
宇
る
に
‘
品
斌
山
麗
海
秘
策
に
載
せ
た
る
享
保
六
年
六
月
四
日

蜜
新
助
の
書
簡
に
、
前
月
廿
四
日
木
下
平
三
郎
へ
有
馬
兵
庫
を
以
て

加
州
に
は
皐
校
有
v
之
哉
と
御
帯
、
平
三
郎
事
校
之
儀
は
承
不
v
申
、
室

新
助
存
知
可
=
罷
有
-
由
申
上
候
へ
ば
‘
明
日
新
助
同
道
登
城
可
v
仕
皆

に
而
、
翠
廿
五
日
同
道
罷
出
候
庭
、
加
賀
守
多
年
間
慰
問
を
好
み
被
v

申

儀
、
圏
中
に
畢
校
齢
期
又
は
叡
授
之
場
所
も
有
v
之
哉
之
皆
御
専
に
付
、

若
年
の
時
分
よ
り
接
関
を
好
み
被
v
申
侯
へ
ど
も
、
感
校
等
之
儀
は
遠

慮
も
有
v
之
候
哉
、
絡
に
相
極
不
v
申
皆
申
上
。
と
あ
り
。
右
は
徳
川
家

八
世
吉
宗
公
よ
り
の
御
等
た
り
と
ぞ
。
或
は
一
試
ム
。
綱
紀
卿
の
時
、

金
滞
に
串
校
興
治
の
隼
慮
あ
り
て
、
既
に
建
築
の
穿
盤
も
内
命
あ
り

金
滞
古
蹴
志
血
管
十

一
六

品
向

仏
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営
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w
d
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見
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調
主
婦
叫
ふ
宇
Z
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A仰
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市
町
久
社
内
肱
元
副
可
抑

制
a

鼻
咽
M
H

吋
吋

弛，

i日

:if日r 
《給へる

し
か
ど
、
途
に
成
功
せ
宇
し
て
菟
逝
し
絡
へ
た
り
と
い
へ
り
。
然
る

に
網
紀
卿
菟
去
よ
り
六
十
八
年
と
い
ふ
寛
政
三
年
K
.
事
校
興
治
の

血
中

K
至
れ
り
O

R

定
金
津
製
校
の
濫
鰯
た
り
。
右
は
奮
藩
十
世
構
中
将

軍
殺
君
の
論
説
起
に
て
‘
十
一
世
参
議
中
将
治
倫
卿
そ
の
遺
志
を
継
ぎ

て
創
建
せ
ら
れ
た
る
也
。
此
の
時
鰭
士
等
へ
の
親
翰
左
の
如
し
。

震
=
四
民
数
導
-
恭
一
雲
院
殿
副
学
校
可
ν
被
a
仰
付
-
御
内
意
之
鹿
.
御
逝
去
に

付
.
今
般
右
思
食
を
純
情
.
文
武
之
畢
校
申
付
候
。
依
v
之
新
井
白
蛾
儀

暴
頭
申
付
、
共
外
務
饗
師
範
人
等
右
用
漣
々
可
=
申
付
-
侯
僚
.
諸
士
者

勿
論
.
町
在
之
者
迄
も
‘
志
次
第
接
校
b
罷
出
習
串
可
v
仕
候
.

右
之
趣
一
一
統
可
v
被
a
申
渡
-
候
事
u

寛
政
四
年
間
二
月
六
日

右
民
付
緒
士
等
h
之
建
書
。

朱、

印

定
・
4
骨

頭

h 

今
般
串
校
御
圏
中
串
舎
就
官
被
-
-
仰
付
-
候
一
h

小
身
之
侍
中
堅
御
歩
並
迄

之
子
弟
.
自
分
賄
に
而
習
串
仕
度
相
箆
候
者
b
者
.
=
一
ナ
年
接
合
御
貸

渡
可
v
被
v
成
候
間
.
寄
宿
之
儀
勝
手
次
第
た
る
べ
く
候
d

一
、
陪
臣
又
は
足
趨
‘
町
在
に
而
も
相
廠
之
暮
方
仕
罷
在
候
者
之
子

弟
、
右
同
断
。
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